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植物油インキを使用しています。

も
ろ
や
ま

　

毛
呂
山
町
の
東
部
地
域
で
は
、
蕎
麦
の
栽
培

が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
蕎
麦
の
花
は
10
月

中
旬
ご
ろ
き
れ
い
に
咲
き
誇
り
、
一
面
に
真
っ

白
な
絨じ
ゅ
う
た
ん毯
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

写
真
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
大
類
地
区

で
は
、
毎
年
12
月
、
収
穫
し
た
蕎
麦
の
実
で
「
そ

ば
祭
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
開
催

予
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
毛
呂
山
町
秘
書
広
報
課
撮
影
）

蕎そ

ば麦
の
花
（
大
類
）

応
募
方
法

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
写
真
を
と
お
し
て
毛
呂
山
町

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
風
景
写
真

は
も
ち
ろ
ん
人
物
や
動
物
、
花
な
ど
の
写
真
で
も
結

構
で
す
。
あ
な
た
の
好
き
な
毛
呂
山
町
の
風
景
を
写

真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
町
内
在
住
・
在
勤
の
人

で
あ
れ
ば
応
募
可
能
で
す
。
ま
た
、
撮
影
し
た
写
真

へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
１
５
０
字
程

度
で
ま
と
め
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
併
せ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
（
写
真
返
却
不
可
）。
な
お
、
撮
影
が

過
去
の
も
の
で
も
掲
載
可
能
で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
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（平成 24年 10 月 13 日撮影）

魅
力
　
　
発
見

彩

　　吉山　愛
あ ゆ り

悠里ちゃん（６歳）

　　　　　絢
あ や ね

音ちゃん　（１歳６か月）
　とってもわんぱくでおてんばな姉妹。
最近はふたりで仲良く遊ぶようになって
きました。これからも元気いっぱいで大
きくなってね！

　　茗荷の旬は年２回ありますが、７～８
月のものを夏茗荷、９～ 11 月のものを秋
茗荷と呼び、秋茗荷の方が大きめで独特
の香りと辛味がいっそう引き立ちます。
日本特有の香辛野菜で魏

ぎ し

志倭
わじんでん

人伝には「め
が」として記載があり、主に香りを楽し
むもので、現在も用途は変わっていない
ようです。

　茗荷を食べると物忘れが激しくなるという話を聞いたこが
ありますが、科学的根拠はなく、むしろ、精油成分が大脳皮
質を軽く刺激して頭をシャキッとさせる作用があると言われ
ています。おすすめは、細かく刻んでかつおぶしをまぶし、しょ
う油をたらして熱いご飯の上に乗せる食べ方です。試してみ
ては、いかがでしょうか。

秋茗
みょうが

荷

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。
申・問　役場秘書広報課ｔ内線３３２

徒然歳時記

24広報もろやま  ９月１日号


